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令
和
三
年
四
月
九
日

地
域
住
民
と
取
引
先
各
位

　

平
素
は
格
別
の
お
引
き
立
て
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

四
月
一日
午
後
二
時
頃
、弊
社
本
社
工

場
の
資
材
置
き
場
に
て
火
災
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。近
隣
の
皆
様
や
取
引
先

各
位
に
、ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
こ

と
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
、二
度
と
同
じ
過
ち
が
な
い
よ
う
全

社
一
丸
と
な
っ
て
安
全
対
策
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

　

な
お
、資
材
置
き
場
と
工
場
は
離
れ

た
場
所
に
あ
り
、生
産
設
備
等
に
火
災

の
影
響
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。今
週

か
ら
通
常
通
り
業
務
を
再
開
し
、原
料

の
購
入
、製
品
の
出
荷
は
通
常
通
り
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
件
で
多
く
の
方
々
か
ら
激
励

の
お
言
葉
を
賜
り
ま
し
た
。こ
の
場
を
借

り
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。皆
様
の

言
葉
を
心
に
刻
み
、安
全
対
策
を
抜
本

的
に
見
直
し
、地
域
と
共
生
で
き
る
よ

う
努
め
て
参
り
ま
す
。

お　

詫　

び

代
表
取
締
役
会
長
林　
　

浩　

喜

ア
ル
フ
ァ
メ
タ
ル
株
式
会
社

近
代
銅
産
業
の
系
譜
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三井金属

ア
ジ
ア
向
け
亜
鉛
地
金
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年
積
み
割
増
金
引
き
下
げ
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ＬＩＸＩＬ

タ
イ
工
場
に

太
陽
光
発
電
設
置

造
幣
局
が
、
開
所
1
5
0
周
年
を
迎
え
た
。
1
8
7
1
年
（
明
治
4
年
）
4

月
4
日
、
大
阪
天
満
の
川
崎
村
（
現
・
大
阪
市
北
区
天
満
1
丁
目
）
で
開
所
式

を
挙
行
し
て
以
来
、
近
代
経
済
の
根
幹
と
な
る
貨
幣
を
造
り
続
け
、
そ
の
歴
史

的
な
意
義
は
今
後
も
揺
ら
ぐ
こ
と
は
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
造
幣
局
は
我
が
国

の
銅
精
錬
業
や
伸
銅
業
の
成
立
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。
本
連
載
で
は

造
幣
局
の
歩
み
と
と
も
に
、
そ
の
技
術
が
近
代
銅
産
業
に
受
け
継
が
れ
た
系
譜

を
た
ど
る
こ
と
に
す
る
。

◆
赤
レ
ン
ガ
の
造
幣
工

場
江
戸
時
代
に
国
内
で
通

用
す
る
通
貨
は
実
に
さ
ま

ざ
ま
あ
っ
た
。
貨
幣
に
は

金
の
大
判
・
小
判
か
ら
銀

貨
・
銅
貨
が
あ
り
、
さ
ら

に
藩
ご
と
に
独
自
紙
幣
の

藩
札
が
刷
ら
れ
る
な
ど
、

極
め
て
複
雑
に
な
っ
て
い

た
。
ま
た
、
幕
府
が
財
政

再
建
策
と
し
て
繰
り
返
し

て
い
た
貨
幣
改
鋳
に
よ
っ

て
、
同
じ
価
値
の
銭
貨
で

も
品
位
に
バ
ラ
つ
き
も
生

じ
て
い
た
。
ペ
リ
ー
の
浦

賀
来
航
に
よ
っ
て
開
国
す

る
と
、
国
際
的
に
割
安
だ

っ
た
日
本
の
金
が
大
量
に

海
外
流
出
し
た
。
ま
さ
に

貨
幣
制
度
は
混
乱
の
ピ
ー

ク
だ
っ
た
。

明
治
新
政
府
が
造
幣
工

場
の
建
設
を
決
め
た
の
は

1
8
6
8
年（
慶
応
4
年
）

4
月
の
こ
と
。
江
戸
城
明

け
渡
し
が
行
わ
れ
て
い
た

最
中
の
こ
と
で
、
戊
辰
戦

争
は
ま
だ
終
っ
て
い
な
か

っ
た
。
同
年
8
月
に
は
香

港
か
ら
新
政
府
が
購
入
し

た
造
幣
機
械
が
到
着
し
た

が
、
工
場
予
定
地
が
大
阪

と
決
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ

り
、
い
か
に
貨
幣
制
度
の

立
て
直
し
を
急
い
で
い
た

か
が
分
か
る
。
な
お
、
大

阪
が
選
ば
れ
た
の
は
、
倒

幕
を
後
押
し
し
た
大
阪
財

界
へ
の
配
慮
が
あ
っ
た
と

か
、
江
戸
に
治
安
上
の
不

安
が
残
っ
て
い
た
な
ど
の

諸
説
が
あ
る
ら
し
い
。

江
戸
時
代
の
大
阪
（
当

時
の
表
記
は
「
大
坂
」）で

は
、
住
友
家
の
長
堀
銅
吹

所
を
筆
頭
に
、
現
在
の
大

阪
市
中
央
区
や
西
区
を
め

ぐ
っ
て
い
た
堀
川
沿
い
に

銅
吹
所
と
呼
ば
れ
る
精
錬

工
場
が
軒
を
連
ね
て
い

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
難

波
も
造
幣
工
場
の
候
補
地

に
挙
が
っ
た
が
、
広
さ
と

水
利
を
勘
案
し
て
、
大
川

（
旧
淀
川
）
に
臨
む
旧
幕

府
の
木
材
置
場
が
あ
っ
た

川
崎
村
が
選
ば
れ
た
。
工

場
敷
地
は
5
万
6
0
0
0

坪
（
約
18
万
平
方
㍍
）
と

い
う
広
大
さ
で
あ
っ
た
。

英
国
人
技
師
の
設
計
を

も
と
に
改
元
直
後
の
1
8

6
8
年
（
明
治
元
年
）
11

月
に
、工
場
は
着
工
し
た
。

失
火
や
資
材
の
海
上
沈
没

な
ど
の
災
難
も
あ
っ
た

が
、
約
2
年
の
工
期
を
経

て
、
1
8
7
0
年
（
明
治

3
年
）
12
月
に
工
場
は
竣

工
。
大
煙
突
が
そ
び
え
立

つ
赤
レ
ン
ガ
造
り
の
近
代

建
築
物
で
、
当
時
と
し
て

は
世
界
最
大
の
造
幣
工
場

で
あ
っ
た
。
当
時
の
歌
絵

に
は
「
お
よ
そ
世
界
で
大

き
い
も
の
は
イ
ギ
リ
ス

国
、
太
平
洋
、
ロ
ン
ド
ン

博
物
塔
に
日
本
造
幣
寮

（
局
）」と
も
う
た
わ
れ
た
。

◆
香
港
か
ら
造
幣
機
械

造
幣
局
の
立
ち
上
げ
に

あ
た
っ
て
幸
運
だ
っ
た
の

が
、
英
国
政
府
が
開
設
直

後
に
閉
鎖
し
て
い
た
香
港

造
幣
局
に
使
わ
れ
て
い
な

い
機
械
設
備
一
式
が
あ

り
、
入
手
に
成
功
し
た
こ

と
だ
っ
た
。
新
政
府
は
こ

れ
を
長
崎
の
英
国
商
人
・

グ
ラ
バ
ー
商
会
を
介
し
て

契
約
を
結
ん
だ
。
政
府
側

で
そ
の
協
議
に
当
た
っ
た

の
が
外
国
官
判
事
の
五
代

友
厚
だ
っ
た
。

同
時
に
政
府
は
、
元
香

港
造
幣
局
長
の
英
国
人
キ

ン
ド
ル
ら
外
国
人
7
人
を

雇
用
し
、
技
術
指
導
に
当

た
ら
せ
た
。
キ
ン
ド
ル
の

月
給
は
1
0
4
5
円
で
、

今
日
の
総
理
大
臣
に
あ
た

る
太
政
大
臣
の
8
0
0
円

よ
り
高
額
だ
っ
た
。
高
給

で
雇
っ
た
外
国
人
の
技
量

は
マ
チ
マ
チ
で
、
中
に
は

す
ぐ
に
帰
国
す
る
者
も
あ

っ
た
が
、
彼
ら
が
果
た
し

た
功
績
は
非
常
に
大
き
か

っ
た
。

造
幣
局
の
役
割
は
、
貨

幣
用
の
金
・
銀
・
銅
地
金

を
精
錬
し
て
加
工
す
る
だ

け
で
は
な
か
っ
た
。
付
属

設
備
で
は
硫
酸
ソ
ー
ダ
、

石
炭
ガ
ス
や
コ
ー
ク
ス
を

内
製
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
近
代
の
重
化
学
工
業

の
先
駆
け
と
な
っ
た
。
敷

地
内
に
は
学
校
を
設
置
し

て
官
吏
や
子
弟
の
教
育
を

行
い
、
産
業
を
担
う
人
材

育
成
に
果
た
し
た
役
割
も

大
き
か
っ
た
。

◆
産
業
に
技
術
供
与

工
場
が
ま
だ
建
設
中
だ

っ
た
1
8
6
9
年
（
明
治

2
年
）
7
月
、
大
阪
で
輸

出
銅
を
管
理
し
て
い
た
幕

府
機
関
「
銅
座
」
の
流
れ

を
受
け
継
ぐ
鉱
山
司
を
、

造
幣
局
は
吸
収
合
併
し
て

い
た
。
そ
の
後
は
官
業
の

銅
鋳
造
冶
金
を
管
轄
す
る

こ
と
に
も
な
り
、
軍
事
関

係
に
使
用
す
る
銅
材
料
製

造
も
引
き
受
け
る
こ
と
に

も
な
っ
た
。
つ
ま
り
造
幣

局
は
貨
幣
製
造
事
業
だ
け

で
は
く
、
官
有
の
銅
原
料

が
集
ま
る
管
理
セ
ン
タ
ー

兼
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
と

し
て
の
役
割
も
与
え
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。

陸
海
軍
が
整
備
さ
れ
て

専
用
工
場
の
工
廠
が
大
阪

と
東
京
に
設
立
さ
れ
る

と
、
造
幣
局
の
精
錬
・
圧

延
技
術
が
供
与
さ
れ
て
い

っ
た
。
軍
需
品
と
し
て
必

要
性
が
高
ま
っ
て
い
た
の

が
、
薬
莢
板
や
機
雷
な
ど

に
使
う
伸
銅
品
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
工
廠
内
だ

け
で
は
造
り
き
れ
な
い
銅

板
や
黄
銅
板
が
出
て
き
た

た
め
、
新
興
の
民
間
企
業

で
も
生
産
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
造
幣
局
は

こ
う
し
た
企
業
に
対
し
て

技
術
支
援
を
行
っ
た
。

今
日
か
ら
す
る
と
軍
需

品
に
関
わ
る
技
術
が
、
造

幣
局
か
ら
民
間
に
積
極
的

に
移
植
さ
れ
る
こ
と
は
考

え
に
く
い
が
、
当
時
は
西

洋
列
強
に
追
い
つ
く
た

め
、
官
民
一
体
で
富
国
強

兵
を
押
し
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
代
背
景
が
あ

っ
た
。
我
が
国
の
銅
産
業

に
お
い
て
大
き
な
勢
力
を

な
し
た
住
友
、
古
河
、
三

菱
な
ど
の
財
閥
系
グ
ル
ー

プ
も
、
元
を
た
ど
れ
ば
造

幣
局
の
技
術
注
入
や
事
業

払
い
下
げ
を
受
け
て
い

た
。
今
の
製
錬
、
伸
銅
、

電
線
な
ど
の
銅
産
業
を
見

渡
し
て
も
、
そ
の
系
譜
を

引
い
て
い
な
い
分
野
は
な

い
だ
ろ
う
。

貨
幣
製
造
の
官
営
事
業

に
と
ど
ま
ら
ず
、
草
創
期

の
金
属
産
業
の
礎
を
築
い

た
造
幣
局
。
1
5
0
周
年

と
い
う
節
目
に
、
次
回
か

ら
日
本
の
銅
産
業
に
与
え

た
事
績
の
輪
郭
を
な
ぞ
っ

て
み
る
。（

桐
山

太
志
）

※
毎
週
金
曜
日
に
掲
載

ロ
ン
ド
ン
金
属
取
引
所
（
Ｌ
Ｍ

Ｅ
）
の
ア
ル
ミ
3
カ
月
物
は
、
ト

ン
2
1
0
0
―
2
5
0
0
㌦
を
予

想
す
る
。
供
給
過
剰
の
ア
ル
ミ
が

値
を
上
げ
た
の
は
、
銅
の
上
昇
に

連
れ
高
し
た
面
が
大
き
い
と
み
て

い
る
。
緩
和
マ
ネ
ー
の
流
入
と
と

も
に
2
4
0
0
㌦
を
超
え
る
場
面

が
あ
り
そ
う
な
一
方
で
、
そ
ろ
そ

ろ
相
場
に
天
井
感
が
出
て
き
て
も

お
か
し
く
は
な
い
。

世
界
金
属
統
計
局（
Ｗ
Ｂ
Ｍ
Ｓ
）

に
よ
れ
ば
、
2
0
2
0
年
の
ア
ル

ミ
は
2
1
8
万
9
0
0
0
㌧
の
供

給
過
剰
だ
っ
た
。
生
産
が
対
前
年

比
1
・
0
％
増
の
6
6
3
1
万
㌧

だ
っ
た
の
に
対
し
、
消
費
は
0
・

7
％
減
の
6
4
1
2
万
2
0
0
0

㌧
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

余
剰
感
の
あ
る
ア
ル
ミ
だ
が
、

今
の
相
場
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
前
の
19
年
を
上
回

り
、
18
年
以
来
の
高
値
水
準
に
あ

る
。
当
時
の
高
値
2
4
0
0
㌦
あ

た
り
を
目
指
す
と
と
も
に
、
同
値

を
超
え
て
く
る
場
面
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。
一
方
で
、
高
値
警
戒

感
と
と
も
に
少
し
ず
つ
上
値
は
押

さ
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
下
半
期
は

弱
含
み
横
ば
い
と
み
て
い
る
。

ロ
ン
ド
ン
金
属
取
引
所
（
Ｌ
Ｍ

Ｅ
）
の
ア
ル
ミ
3
カ
月
物
は
、
ト

ン
1
9
0
0
―
2
3
0
0
㌦
を
予

想
す
る
。
現
在
の
相
場
は
高
い
と

み
る
。
い
っ
た
ん
調
整
を
経
て
、

そ
の
後
ゆ
っ
く
り
と
レ
ン
ジ
の
上

限
を
目
指
す
だ
ろ
う
。

ア
ル
ミ
価
格
は
中
国
の
発
電
コ

ス
ト
の
指
標
で
あ
る
石
炭
価
格
と

の
相
関
性
が
高
く
、
現
在
は
中
国

内
の
石
炭
価
格
を
や
や
上
回
る
。

暖
房
需
要
の
減
少
と
と
も
に
石
炭

価
格
は
落
ち
着
き
、
ア
ル
ミ
に
も

調
整
が
入
る
と
み
る
。

銅
な
ど
と
は
異
な
り
、
ア
ル
ミ

は
目
立
っ
た
供
給
問
題
も
発
生
し

て
い
な
い
。
足
元
の
需
要
が
そ
れ

ほ
ど
強
く
な
い
場
合
に
は
、
2
0

0
0
㌦
程
度
ま
で
の
下
落
余
地
が

あ
り
そ
う
だ
。
た
だ
、
現
物
プ
レ

ミ
ア
ム
（
割
増
金
）
が
上
昇
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
実
際
に
需
要
が

回
復
し
て
い
る
可
能
性
は
高
い
。

こ
の
先
、
脱
炭
素
の
動
き
が
進

む
の
で
あ
れ
ば
、
世
界
中
で
イ
ン

フ
ラ
投
資
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
。
建
材
需
要
の
増
加
と
と
も
に

ア
ル
ミ
は
使
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
場

合
に
よ
っ
て
は
、
電
線
の
ア
ル
ミ

化
や
自
動
車
の
軽
量
化
ニ
ー
ズ
も

高
ま
る
か
も
し
れ
な
い
。

ロ
ン
ド
ン
金
属
取
引
所
（
Ｌ
Ｍ

Ｅ
）
の
ア
ル
ミ
3
カ
月
物
は
ト
ン

2
0
0
0
―
2
4
0
0
㌦
で
強
含

み
を
予
測
す
る
。
大
規
模
な
金
融

緩
和
に
よ
る
投
機
資
金
の
流
入
や

中
国
に
お
け
る
自
動
車
販
売
の
好

調
を
受
け
、
予
想
レ
ン
ジ
を
上
に

抜
け
る
可
能
性
も
あ
り
そ
う
だ
。

中
国
自
動
車
工
業
協
会
（
Ｃ
Ａ

Ａ
Ｍ
）
が
発
表
し
た
2
月
の
自
動

車
販
売
台
数
は
1
4
5
万
5
0
0

0
台
と
前
年
同
月
の
4
・
6
倍
と

な
っ
た
。
ア
ル
ミ
需
要
の
堅
調
を

受
け
、上
海
先
物
取
引
所（
Ｓ
Ｈ
Ｆ

Ｅ
）ア
ル
ミ
相
場
が
上
昇
し
、ロ
ン

ド
ン
金
属
取
引
所
（
Ｌ
Ｍ
Ｅ
）
も

連
れ
高
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

販
売
が
好
調
と
は
い
え
、
自
動

車
は
ま
だ
回
復
途
上
だ
。
緩
和
マ

ネ
ー
は
潤
沢
で
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
の
普
及
と
と
も
に
景
気
回
復
へ

の
期
待
も
あ
る
。
上
半
期
は
予
想

レ
ン
ジ
の
上
限
近
く
で
推
移
す
る

時
間
が
長
い
と
み
て
お
り
、
2
4

0
0
㌦
超
え
の
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
。

コ
ロ
ナ
感
染
再
拡
大
な
ど
に
よ

り
、
2
0
0
0
㌦
の
下
限
を
試
す

場
面
は
あ
り
そ
う
だ
。
た
だ
、
大

台
割
れ
が
長
く
続
く
と
は
考
え
に

く
い
。

Ｌ
Ｍ
Ｅ
ア
ル
ミ
3
カ
月
先
物

は
、
ト
ン
2
0
0
0
―
2
4
0
0

㌦
の
レ
ン
ジ
を
予
想
。
焦
点
は
①

米
中
の
緊
張
問
題
②
米
中
景
気
動

向
と
金
融
政
策
③
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
傾
向
の
3
点
。

①
は
米
中
外
交
当
局
ト
ッ
プ
に

よ
る
会
談
で
米
国
が
新
疆
ウ
イ
グ

ル
自
治
区
や
チ
ベ
ッ
ト
、
香
港
で

の
中
国
の
人
権
侵
害
や
サ
イ
バ
ー

攻
撃
、
台
湾
へ
の
圧
力
に
懸
念
を

表
明
、
冒
頭
か
ら
報
道
陣
の
前
で

激
し
い
非
難
の
応
酬
が
繰
り
広
げ

ら
れ
る
異
例
の
展
開
と
な
り
、
米

国
は
断
固
と
し
た
対
応
を
取
る
姿

勢
を
示
し
た
。
一
方
中
国
側
も
妥

協
へ
の
幻
想
を
捨
て
る
よ
う
警
告

し
た
こ
と
か
ら
全
て
の
問
題
の
早

期
解
決
は
不
可
能
で
は
な
い
か
。

②
は
、
金
融
緩
和
を
続
け
て
き

た
中
国
当
局
が
イ
ン
フ
レ
懸
念
を

強
め
て
お
り
、
23
年
ま
で
緩
和
姿

勢
を
示
す
米
国
へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
た
だ
現

状
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

③
の
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
に
関

し
て
は
収
ま
る
気
配
は
見
え
な
い

が
引
き
続
き
着
々
と
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
進
み
、
拡
大
に
向
か
う
と
い

う
よ
り
は
停
滞
、
も
し
く
は
減
少

に
転
ず
る
可
能
性
が
高
い
。

亜
鉛
国
内
最
大
手
の
三

井
金
属
は
、
ア
ジ
ア
地
域

の
主
要
な
需
要
家
と
、
最

純
亜
鉛
地
金
（
亜
鉛
分
99

・
9
9
5
％
以
上
）
の
2

0
2
1
暦
年
積
み
輸
出
割

増
金
（
プ
レ
ミ
ア
ム
）
を

前
年
比
数
％
引
き
下
げ
る

こ
と
で
合
意
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
な
ど
に
よ
る
地
金
の

需
給
緩
和
を
映
し
2
年
連

続
で
下
げ
た
。

国
際
鉛
亜
鉛
研
究
会

（
Ｉ
Ｌ
Ｚ
Ｓ
Ｇ
）
の
2
月

下
旬
の
発
表
で
は
、
20
年

の
亜
鉛
地
金
の
世
界
需
給

は
50
万
㌧
強
の
供
給
余
剰

だ
っ
た
。
19
年
の
約
23
万

㌧
の
供
給
不
足
か
ら
余
剰

に
転
じ
た
。

複
数
の
大
規
模
鉱
山
の

閉
山
で
15
年
か
ら
鉱
石
不

足
が
続
い
た
が
、
18
年
、

19
年
と
新
規
鉱
山
が
立
ち

上
が
り
徐
々
に
解
消
さ
れ

た
。
買
鉱
条
件
の
改
善
で

製
錬
所
の
加
工
収
入
が
増

え
、
地
金
を
増
産
し
や
す

い
環
境
が
続
い
た
。
対
す

る
需
要
は
コ
ロ
ナ
禍
で
自

動
車
向
け
を
中
心
に
落
ち

込
み
、
中
国
を
除
い
て
回

復
が
遅
れ
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
映
し

て
、
三
井
金
属
の
輸
出
割

増
金
は
19
年
積
み
ま
で
3

年
連
続
で
上
昇
し
た
後
、

20
年
積
み
、
21
年
積
み
は

そ
れ
ぞ
れ
前
年
比
数
％
程

度
の
下
げ
と
な
っ
た
。

自
動
車
向
け
の
需
要
が

20
年
後
半
か
ら
急
回
復

し
、
11
月
ご
ろ
か
ら
コ
ン

テ
ナ
不
足
に
よ
る
輸
送
費

の
急
騰
も
加
わ
っ
た
が
、

割
増
金
の
下
げ
回
避
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。
21
年
の

世
界
地
金
消
費
量
は
感
染

再
拡
大
の
懸
念
も
あ
り
、

コ
ロ
ナ
前
の
19
年
の
水
準

に
届
か
な
い
と
み
ら
れ
、

供
給
余
剰
が
続
く
見
通

し
。

銅
管
最
大
手
の
コ
ベ
ル

コ
マ
テ
リ
ア
ル
銅
管
（
本

社
＝
東
京
都
新
宿
区
、
角

田
秀
夫
社
長
）
は
、
2
0

2
1
年
度
の
国
内
販
売
量

を
前
期
よ
り
2
3
0
㌧

（
6
・
3
％
）
多
い
月
平

均
3
9
0
0
㌧
程
度
と
見

込
む
。
巣
ご
も
り
需
要
や

テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
に
よ

り
家
庭
用
エ
ア
コ
ン
（
Ｒ

Ａ
Ｃ
）
向
け
で
高
水
準
の

需
要
が
続
く
と
見
込
む
ほ

か
、業
務
用
エ
ア
コ
ン（
Ｐ

Ａ
Ｃ
）
向
け
も
徐
々
に
回

復
す
る
と
予
想
。
秦
野
工

場
（
神
奈
川
県
）
の
稼
働

率
は
改
善
傾
向
が
顕
著

で
、
足
元
は
フ
ル
生
産
に

な
っ
て
い
る
。

20
年
度
の
販
売
量
は

前
々
期
よ
り
8
3
0
㌧
少

な
い
3
6
7
0
㌧
と
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
る
上
期
の
落
ち

込
み
が
響
き
大
幅
に
減

少
。
だ
が
、
2
月
か
ら
全

般
的
に
需
要
が
戻
り
始

め
、
3
月
に
は
臨
時
休
業

を
な
く
し
た
。

Ｒ
Ａ
Ｃ
向
け
は
6
月
頃

か
ら
在
宅
勤
務
に
よ
る
巣

ご
も
り
需
要
に
加
え
、
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
の
特
別
定

額
給
付
金
も
追
い
風
と
な

り
受
注
が
改
善
。
下
期
に

は
さ
ら
に
顧
客
か
ら
の
引

き
合
い
が
強
ま
っ
た
。
Ｐ

Ａ
Ｃ
向
け
は
集
合
住
宅
や

オ
フ
ィ
ス
、
学
校
向
け
需

要
が
上
期
に
大
き
く
落
ち

込
ん
だ
も
の
の
、
下
期
は

復
調
の
兆
し
が
見
え
始
め

た
。製

品
別
に
見
る
と
、
エ

ア
コ
ン
用
内
面
溝
付
き
管

の
販
売
量
が
上
期
の
落
ち

込
み
か
ら
大
幅
に
改
善
。

大
型
空
調
機
な
ど
に
使
わ

れ
る
加
工
管
も
今
年
1
月

頃
か
ら
緩
や
か
に
回
復
し

た
。
空
調
冷
媒
用
被
覆
銅

管
向
け
の
平
滑
管
や
直
管

は
医
療
用
分
野
で
販
売
が

ふ
る
わ
な
か
っ
た
が
、
今

年
に
入
り
上
向
き
始
め

た
。
し
か
し
、
マ
レ
ー
シ

ア
向
け
の
素
管
輸
出
は
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影

響
で
年
間
を
通
じ
て
低
調

だ
っ
た
。

足
元
の
月
間
販
売
量
は

4
5
0
0
㌧
程
度
で
、
今

後
も
需
要
回
復
が
見
込
ま

れ
る
が
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
収
束

が
ま
だ
見
え
な
い
こ
と
か

ら
計
画
を
厳
し
く
見
積
も

っ
た
」（
角
田
社
長
）。生
産

計
画
も
見
直
す
頻
度
を
高

め
る
な
ど
従
来
以
上
に
厳

し
い
姿
勢
で
状
況
把
握
に

臨
む
。

Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
は
8
日
、

住
宅
建
材
事
業
を
担
う
Ｌ

Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
（
Ｌ
Ｈ
Ｔ
）

の
ト
ス
テ
ム
タ
イ
（
タ
イ

工
場
）
に
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
設
置
し
た
と
発

表
し
た
。
工
場
屋
根
上
の

敷
地
あ
た
り

の
最
大
設
置

制
限
の
5
㍋

㍗
の
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ

ム
を
設
置
。

10
月
か
ら
稼

働
さ
せ
る
。

同
社
で
は
2

0
5
0
年
ま

で
に
事
業
で

使
用
す
る
電

力
を
1
0
0

％
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー

に
す
る
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。

タ
イ
工
場
は
敷
地
面
積

約
59
万
平
方
㍍
を
有
し
、

Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
の
ア
ル
ミ
建

材
の
30
％
を
生
産
し
て
い

る
。
鋳
造
か
ら
加
工
ま
で

の
ア
ル
ミ
一
貫
工
場
で
、

サ
ッ
シ
や
ド
ア
な
ど
住
宅

建
材
に
加
え
、
各
産
業
で

使
用
さ
れ
る
ア
ル
ミ
部
品

（
Ｏ
Ｅ
Ｍ
）
の
製
造
・
販

売
も
行
っ
て
い
る
。

今
回
の
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
導
入
に
は
、
タ
イ

投
資
委
員
会
（
Ｂ
Ｏ
Ｉ
）

の
投
資
奨
励
制
度
と
日
本

の
外
務
省
が
進
め
る
二
国

間
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
（
Ｊ

Ｃ
Ｍ
）
を
活
用
し
た
。

Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
で
は
、
50

年
ま
で
に
事
業
プ
ロ
セ
ス

と
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
通

じ
て
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ

Ｏ
2
）
排
出
を
実
施
ゼ
ロ

に
す
る
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

ア
ン
ド
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
リ

ビ
ン
グ
（
Ｃ
Ｏ
2
ゼ
ロ
と

循
環
型
の
暮
ら
し
）」を
掲

げ
て
い
る
。

きょうの紙面

千代田鋼鉄、高機能カラ
ー鋼板発売

太陽シャーリング、受注構
造転換へ

中国錫買鉱一部ストップ

1面 鉄鋼ニュース

5面 西日本ネット

11面 非鉄ニュース

現在も貨幣製造を続ける造幣局

◆①

世
界
最
大
の
造
幣
工
場

世
界
最
大
の
造
幣
工
場

銅
加
工
精
錬
の
技
術
セ
ン
タ
ー

金
属
産
業
の
礎
き
ず
く

トステムタイ（タイ工場）の様子

21
年
度
上
期
市
況
見
通
し
⑤

野村証券経済調査部
シニアエコノミスト

東京アルミセンター
代表取締役社長

大越龍文氏

江川壮一氏

調整後ゆっくり上昇、1900―2300㌦ アアルルミミ

2000―2400㌦のレンジ内 アアルルミミ

アアルルミミ 2100―2500㌦、銅上昇に連れ高

アアルルミミ 2000―2400㌦で強含み推移

マーケット・リスク
・アドバイザリー
代表取締役

橋本アルミ取締役

橋本健一郎氏

新村直弘氏


